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令和２年度 福井工業大学附属福井中学校・福井高等学校  

第１学期始業式の式辞に代えて          

 校長 佐々木栄秀 

 

【本来であれば、本日、始業式を開く予定でしたが、叶わず、 

ここに、皆さんへの挨拶やお願いを掲載します。】 

                      （かなり長いので、分けて読んでください） 

【はじめに】 

皆さん、こんにちは。 また、新１年生の皆さん、入学おめでとう。今年は、新コ

ロナウイルスによる感染病防止のために、大切な入学式を開催できずに、非常に残念

に思っています。確実に、入学は許可しましたので、存分に福井中学校・福井高校で

の学校生活を楽しんでいただきたいと思います。 

本校は、中学校２３０人、高校生１５１９人、衛生看護科専攻科７０人、あわせて、

１８１９人のマンモス校であり、多様な生徒が集っていることが大きな特徴です。 

教育の基本は、「建学の精神」にうたわれており、「節義を重んじる人格の形成」を中

心に据え、「人類社会の福祉に貢献する」人材育成を実践しています。また、「すべて

を学生・生徒のために」を学園の基本理念とし、すべての生徒が、自分の得意分野で

力を発揮し、充実した学校生活を送っていただくことを願っています。 

 

【新型コロナウイルスによる感染症について】 

新型コロナウイルスによる感染が世界中で爆発的に拡大しております。４月８日現

在、世界中の感染者１２７万人、死亡した人は７万人を超えた。日本では、感染者４

２５７人、死亡した人８１人、回復者６２２人。福井県にも死亡者が出て、感染者は

７２人になった。 



そこで、福井県知事による要請（４月７日発出）をまとめます。 

・福井県の感染症の状況は、「緊急事態宣言直前」  

・感染予防対策の徹底  

・数週間は、夜間や土日祝日の不要不急の外出や会合の禁止（自粛）  

・感染者の拡大している首都圏・関西圏との不要不急の往来の自粛 

当初、免疫力の弱い高齢者や疾患を持つ人が、ウイルスに負けて感染すると報じら

れていましたが、今や、年齢を問わず、１０代２０代の若者に感染者や死亡者が出て

いる。また、当初、感染から発症まで２週間などと言われていたが、最近の例を見る

と、ウイルスの増殖スピードが速く、感染後に一気に肺炎・死亡まで病状が進むよう

である。ウイルスが変位し、強力になってきていることがわかる。スペインでは健康

だった１３歳の少年が、熱が出てから３日で亡くなった。インフルエンザは命を奪う

こともあるが、予防対策やワクチンも治療薬もある。また、普通の風邪なら、症状を

抑える薬があり、少なくともそのために死ぬことはまれだ。しかし、この新型コロナ

ウイルスは、感染力が強く、病気の症状が出てから死亡までのスピードが速い。治療

薬はまだない。さらに、感染していても症状が出なかったり、軽い症状で済む場合が

あるために、症状が出ないと、人は感染に気付かず、多くの人と接触し、会話し、知

らぬ間に感染が広がり、気づいたときには爆発的に拡散してしまっている。我々は、

このパンデミック状態を少しでも緩和し、医療崩壊を起こさない努力が必要です。 

先日、志村けんさんが亡くなった。発熱（３７．５度）の症状が出て１０日でなく

なった。倦怠感があり入院し、肺炎を発症し、陽性と判明し、重症化し、亡くなった。

遺族（お兄さん）は、入院中に見舞うことも許されず、亡くなった遺体に面会すらで

きずに、ウイルス感染防止のために当局が火葬してしまうために葬式もできずに、や

っと会えたのは、小さな箱に入った遺骨を受け取ったときでした。 

また、SNS では、個人によって差はあるものの、症状について、ベッドに寝ていて

ずうっと上に人がのしかかっているような倦怠感を感じ、味覚障害が起こり、ハンマ



ーで殴られたような激しい頭痛があり、その激痛で吐き気を引き起こし、熱は３９度

から下がらず、咳込むと肺にガラスの破片が混じっているような痛みを感じるなど、

インフルエンザの３０倍の苦しみだとの報告がある。これらの一つの症状でも危険。 

若者は、体力があり、免疫力が強いために、感染しても症状は軽症ですむ場合もあ

るのだが、若者が感染経路になり、免疫力の弱い、自分のおじいちゃんなどに感染す

ると、たちまち肺炎を患い、死に至る。皆さんは、自分が感染しないように予防する

ことはもちろん、自分が感染経路・感染媒体にならないようにすることが重要です。 

テレビのニュースなどで、若者が自分さえよければよいという考えで行動している映

像を目にすると、実に嘆かわしい。常識や理性が全くなく、人として誠実さに欠け、

他者への尊厳もなく、愕然とする。君たちには、ぜひとも、このような若者、いや、

馬鹿者になってほしくないことを切に願います。 

 

【感染症対策の確認】 

このホームページにもチラシが掲載してありますが、感染症対策として、まず、個

人では、常に、十分な手洗いを徹底し、咳エチケットを守り、そして、正しくマスク

を着用してください。また、毎日検温し、37.0 度を超えていたり、倦怠感や息切れ、

味覚障害があれば、自宅待機してください。さらに、「３つの条件（３密）」のいずれ

をも避けましょう。換気の悪い密閉空間、人が多数集まる密集場所、間近で会話や発

声する密接場面は厳禁。 言い換えれば、教室、体育館、武徳殿では常に換気をする。

食堂や昼食の時などで、密集しないで、分散する。近い距離で大きな声で会話をしな

い、お互いの体に触れない。ということになります。 特に、この臨時休業中は、知

事から「緊急事態宣言直前」の判断が出ましたが、人と集まること、夜間や土日の外

出、家族以外の人との会食は、すべて禁止です。 

次に、「保護者の皆さまへのお願い」というちらしでは、「感染を正しく恐れ、集団

感染リスクを避けること」について書かれています。「感染リスクや濃厚接触者につ



いて正しく理解し、これまでに集団感染が確認された場に共通する３条件が同時にそ

ろう場面「３密」を家庭内や外出時に避ける。」ことが重要です。 

感染リスクについては、軽い・重いにかかわらず、症状のある感染者に接触するこ

とで感染リスクが高まりますが、無症状の人からは３密の状況でなければ、感染しま

せん。要するに、まず、症状がある人には、絶対に近づかない。さらに、感染症状（発

熱・咳・倦怠感・息切れ等）があれば自宅に待機せよということであり、加えて、仮

に、人が知らぬ間に感染していても症状が出ていなければ、「３密」を避ければ、感

染リスクは低いということであるので、常に「３密」を避ける努力をしなければなら

ないということになります。 

また、濃厚接触者については、必要な感染予防をせずに感染者に手で触れたり、対

面で近い距離で会話などを一定時間続けたりする場合に濃厚接触者になります。別の

見方をすれば、今は誰が濃厚接触者になっているかわからないので、常に感染予防策

をとることが大切で、加えて、近い距離で大声で話したり、人と接触しないことが望

ましいということになります。 

是非、皆さんには、感染について正しく理解し、適切な予防をしてほしいと思いま

す。また、体力のある皆さんが、感染経路・媒体になって、健康弱者を感染させては

ならないので、stay home を心がけてください。 自分を守り、友人、家族、学校を

守り、社会全体を守るために、今は、多くのことを我慢してほしいと思います。 

 

【偏見や差別は厳禁】 

新型コロナウイルスの感染に関して、世の中では、気になる事が起きています。  

感染者や濃厚接触者とその家族、さらには、感染症の対策や治療にかかわっている医

療従事者とその家族についてですら、SNS 上で、無責任な誹謗中傷や根拠のないデマ

等がツイートされています。彼らに対する偏見や差別につながる行為は、断じて許さ

れるものではありません。 このようなところで、人の価値が問われる。このように



心ない行動に対して、皆さんは悲しくならないですか。 軽い気持ちやノリで始める

のかもしれないが、だんだんエスカレートし、当事者を追い詰めているのです。無神

経で、人としての心を持たず、実に腹が立つ思いです。 

仮に、君たちの中にこのような愚かな行為をする者がいれば、学校は決して許さな

い。異質なものを排除するような考え方、からかい、いじめ、仲間外れなどの行為に

対して、学校は強く指導します。よく理解しておいてほしいと思います。 

本校には、県外から来ている生徒、タイやモンゴル、中国からの留学生もいます。

多様な生徒が集う本校において、考え方や文化の違いから、からかいやいじめが起こ

ることは決して許されない。 いかなるいじめも許さないと考えています。 

 

【自分と未来は変えられる】 

新年度が難しく厳しい事態で始まりますが、この苦境を乗り切るために、みんなで

頑張りましょう。 さあ、この１か月の休校中、皆さんはどのように過ごしましたか。

自分を律するものが何もないときに、どう行動するのかについて、人の価値が問われ

ます。自宅で毎日だらだらと過ごしていなかったでしょうね。ゲームばかりで生活の

リズムを崩し、あまりのひどさに自分が嫌いになっていないでしょうね。目標を持ち、

充実した生活ができたでしょうか。 ぜひとも、「自分を律する力」を身につけまし

ょう。「他人と過去は変えられない」とよく耳にしますが、これには続きがあって、「し

かし、自分と未来は変えられる」と言われます。３月の自分を反省し、充実した４月

を目指そう。自分を変えられるのは自分だけです。 

そして、新しい年度を迎え、新たな気持ちでいろいろなことに取り組んでほしい。

勉強でも、スポーツでも、生徒会活動でも、資格取得でも、自分の得意分野や自分が

頑張れる分野で、自分の可能性を最大限に広げよう。 とりあえず、勉強はしっかり

頑張ってください。勉強は学生生徒の本分です。勉強はしておいて決して損はしない。

むしろ、無知であることで、本人は気が付いていないが、損をしていることがとても



多い。部活動に行く前に、学習や課題提出をしっかりやってください。 

 

【本校の紹介】 本校には、多様な多くの生徒がおり、進学やスポーツ分野だけでな

く、就職のために、看護師の国家試験や工業の専門などの資格取得のために頑張った

り、デザインのコンクールなどで入賞したりする生徒がたくさんいます。 

【進学実績について】 

今年の進学実績として、難関大阪大学に２人合格しました（福井市内の S中学校の

先輩）。昨年の京大・阪大合格に続き、快挙。さらに、浪人生が、東北大学と名古屋

大学に各 1 人合格しました。今年の県内では、東大合格者 12 人、京大合格者 27 人、

合計 39 人という数字を見ると、この生徒たちは非常に立派です。彼らは、中学生の

時の学診テストで 450点や 470 点を取っていた生徒ではなく、343 点と 427 点の生徒

です。私たちが、１・２年生から少人数で丁寧に鍛え上げ、３年になって予備校の先

生にも指導を受け、全員で勝ち取った成果だと思っています。同様に、新２年・３年

生の中にも県で 100番内入っている生徒がいます。決して最初から中学校の時から優

秀であったわけではありません。たとえば、学診テストの 350 点は、県の 2500 番程

度の成績ですから、本校に入ってからすごく伸びたことがわかります。おそらく、勉

強のコツをつかんだのか、勉強の面白さを体感したのだろうと思います。皆さんにも、

そのような意欲さえあれば、また、先生の言うことを素直に聞く姿勢があり、真摯に

学習に取り組んでもらえば、同じような成績・成果を残せると思います。 

 

【部活動について】 

ぜひ、全国優勝をたくさん取ってきてください。全国で勝つには、体力・技術力は

もちろん、精神力、人間力、そして戦略と戦術、さらに、試合中の修正能力が必要で

す。このピンチをチャンスと捉え、練習などについて、顧問に頼るだけではなく、試

合をしながら、オンザコートの監督であるキャプテンや３年生が中心となり、試合の



流れを読み、修正し、勝利に導くような選手になってほしいと思っています。 今年

の福岡第一高校のバスケットボール部の河村勇輝選手は身長 172 センチほどですが、

高校最優秀選手となり、今年度、初めてプロバスケットボール B リーグに特別枠で、

高校在学しながら参加し、大活躍しています。彼は３ポイントシュートを毎日６００

本入れたそうです。どの方向からでもシュートを放ち、また、反則を受け体制を崩さ

れてもシュートを入れる体幹や精神力も鍛錬したのでしょう。皆さんの部ならどのよ

うに練習しますか。この時期に練習や鍛え方を自ら工夫し自分をステップアップさせ、

一流の選手になってほしいと思います。 

 

【君たちに望むこと】 

皆さんには、本校の学校生活で、人としての成長を大いに期待しています。人間力

を伸ばしてください。そして、自分に対して誠実であることや、嘘をつかないこと、

他人や相手に対して尊敬の心を持つことを貫いてほしい。さらに、社会性を身につけ、

人とコミュニケーションをとれる人間になって、精神的にも物質的にも豊かな学校生

活を送り、社会に貢献できる人間になってほしいと思います。 

 

【SNSで注意してほしいこと】 

年度のスタートに、スマートフォン・LINEなどの SNSの使用についてお願いをして

おかねばなりません。 スマホの危険は私たちの想像をはるかに超えており、殺人・

性犯罪につながる事件が多発しております。また、肖像権に絡む犯罪も非常に多く、

友達同士でふざけて、ごくプライベートで映像を気楽にアップした場合ですら、悪意

のある第三者が勝手に切り取り、全く関係していないサイトにアップされ、瞬時に映

像が世界中を駆け巡ってしまう。映像は回収不能となり、これが肖像権や個人情報に

関する大きな犯罪にもなりかねません。何気ない、軽率な行動から、大事件や犯罪に

なってしまうのです。 



高校・大学を退学させられた者もいます。職場を解雇された者もいます。店が閉店

に追いやられた例もあります。学校は、社会と同様、SNS の不正な扱いについて厳し

く指導します。退学していただくこともあります。ましてや、LINE上でのいじめなど

は決して許しません。 

そして、同様に、ゲームやインターネットなどに熱中し、自分がスマホに支配され

ているような嘆かわしい生活は絶対に止めてください。生活のリズムを壊し、不登校

に陥るなどの愚行は避けてください。このように、世界中で、命に係わる事態と人類

が戦っているようなときに、自分の中に引きこもるよりも大事なことがたくさんある

はずです。 

 

【最後に】 

臨時休校が明け、皆さんが、元気に登校し、友達と再会を喜び、健全な学校生活を

送れる日が来ることを楽しみに待っています。 

 

【 今、やること！  今、しないこと！ 】 

１ 「３密（密閉、密集、密接）」を避ける。     

２ 体調不良なら外出しない。 不要不急の外出もしない。  

３ デマに惑わされることなく、「買いだめ」などもしない。 

４ 弱い人を気遣う。     ５ 感染者等の差別をしない。 

 


